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現在

防災訓練は災害
時に役立ちます
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【多くの小学生が実施】

平

原

西

区

防

災

訓

練

【方財小学校屋上へ避難】

桜

ケ

丘

３

区

防

災

講

話
【子供も皿回し体験】

平
原
西
区
自
主
防
災
組
織
（
三
浦
昌
行
会
長
）
は
、

令
和
八
年
三
月
十
五
日
（
日
）
平
原
西
区
公
民
館
に
て

防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

１
０
時
に
地
震
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
、
避
難
訓

練
を
開
始
し
ま
し
た
。
南
小
学
校
な
ど
３
か
所
の
避
難

場
所
へ
避
難
し
ま
し
た
。
南
小
学
校
で
は
「
地
震
開
錠

ボ
ッ
ク
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
蹴
破
り
戸
も
な
い

の
で
い
ざ
と
い
う
時
に
校
舎
の
中
に
入
れ
な
い
」
な
ど

と
住
民
か
ら
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

そ
の
後
、
公
民
館
に
移
動
し
て
地
震
・
津
波
に
つ
い

て
防
災
講
話
を
受
け
ま
し
た
。
津
波
の
高
さ
、
浸
水
高
、

遡
上
高
の
違
い
や
津
波
の
強
さ
、
圧
力
の
違
い
に
つ
い

て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
震
の
大

き
さ
や
発
生
場
所
に
よ
り
、
津
波
の
高
さ
も
違
っ
て
く

る
こ
と
を
聞
き
、
揺

れ
が
治
ま
っ
た
ら
少

し
で
も
高
い
場
所
へ

避
難
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

富
美
山
み
ど
り
区
防
災
訓
練

桜
ケ
丘
３
区
（
河
野
冨
士
子
区
長
）
は
、
令
和
八
年

三
月
十
八
日
（
水
）
桜
ケ
丘
Ｂ
地
区
集
会
所
に
て
防
災

講
話
を
行
い
ま
し
た
。

防
災
推
進
員
か
ら
自
主
防
災
組
織
結
成
に
向
け
て
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
や
活

動
内
容
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
「
災
害
時
に
は
手
助
け

が
必
要
な
方
が
住
ん
で
い
る
」
「
防
災
資
機
材
は
地
区

に
必
要
だ
」
と
話
す
住
民
も
い
ま
し
た
。

ま
た
、
防
災
活
動
に
つ
い
て
は
「
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
」
「
単
独
で
訓
練
す
る
の
が
難
し
い
場

合
、
桜
ケ
丘
全
体
で
合
同
訓
練
を
実
施
し
た
ら
ど
う
で

し
ょ
う
か
？
」
な
ど
防
災
推
進
員
か
ら
今
後
の
進
め
方

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

＊
桜
ケ
丘
３
区
は
、
自
主
防
災
組
織
を
結
成
す
る
こ

と
に
な
り
、
結
成
届
を
提
出
し
ま
し
た
。

【ほうざい保育園へ避難中】

【旭ケミカルによる展示】

【地震・津波に備えて】

【南小学校へ避難】

方
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町

区

防

災
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練

方
財
町
区
自
主
防
災
組
織
（
福
良
ツ
マ
子
会
長
）
は
、

令
和
八
年
三
月
一
日
（
日
）
方
財
小
学
校
等
で
防
災
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

９
時
に
地
震
が
発
生
し
、
大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ

た
と
の
想
定
で
避
難
訓
練
を
開
始
。
方
財
小
学
校
、
ほ

う
ざ
い
保
育
園
及
び
観
音
寺
へ
多
く
の
住
民
が
避
難
し

ま
し
た
。
「
屋
上
ま
で
登
る
の
が
大
変
」
と
話
す
住
民

の
方
も
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
体
育
館
で
防
災
講
話
を
受
け
ま
し
た
。
南

海
ト
ラ
フ
地
震
の
３
０
年
以
内
の
発
生
確
率
が
変
更
さ

れ
た
こ
と
や
防
災
バ
ッ
グ
及
び
備
蓄
に
つ
い
て
話
し
を

聞
き
、
個
人
や
地
区
で
の
備
え
の
大
切
さ
を
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
に
、
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
を
実
施
し
ま

し
た
。
「
強
く
、
早
く
、
絶
え
間
な

く
」
を
意
識
し
な
が
ら
小
学
生
か
ら

高
齢
者
ま
で
実
技
を
体
験
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
（
有
）
旭
ケ
ミ
カ
ル
か

ら
非
常
食
や
防
災
グ
ッ
ズ
を
の
明
を

受
け
、
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。

富
美
山
み
ど
り
区
自
主
防
災
組
織
（
森
口
正
輝
会

長
）
は
、
令
和
八
年
三
月
二
十
二
日
（
日
）
み
ど
り
区

公
民
館
に
て
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

雨
模
様
の
天
気
と
な
っ
た
た
め
、
場
所
を
公
民
館
に

変
更
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

防
災
推
進
員
か
ら
「
今
回
は
お
い
し
い
弁
当
が
準
備

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
災
害
時
は
非
常
食
を
食
べ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
我
が
家
の
防
災
訓
練
と
し
て
非
常

食
の
試
食
を
実
施
し
て
み
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
」

と
話
し
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
東
日

本
大
震
災
の
映
像
を

見
て
、
改
め
て
地
震

や
津
波
の
怖
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

【雨のため公民館で実施】



２

防災訓練・講話等予定

出 前 講 座

自主防災組織の育成と拡大の
ための出前講座

・内容：自主防災組織の必要性
と役割分担及び地域に合わせ
た防災教育や訓練等の指導
（講話・ビデオ・各種訓練・
防災グッズ作成等）

・会場：各地域( 公民館など )
防災研修センター

・申し込み先：消防本部
警防課 警防係
TEL２２－７１０５
FAX３１－０３０３

宮崎県防災士出前講座

・内容：宮崎県内のご希望の会
場に防災士を派遣し、体験学
習や講演を中心に防災・減災
についての講座を実施

・申し込み先：宮崎県防災士
ネットワーク

TEL０９８５－５５－０４７７

FAX０９８５－５５－０４６７

伊

形

区

防

災

訓

練

６月 ７日（日）
・野地町県住野田団地防災訓練
午前８時３０分～ 県住野田団地内

・桜ヶ丘１０区防災訓練
午前 ９時～ 桜ヶ丘１０区街区公園

・浦城区防災訓練
午前１０時～ 浦城区内

・下平原区防災訓練
午後１時～ 下平原公民館

６月１２日（金）
・小峰区防災講話
午前９時３０分～ 水防センター

・大武２区、牧町、延岡星雲高校、
周辺企業合同防災訓練

午前９時５０分〜 延岡星雲高校他

６月１４日（日）
・南古城区防災訓練
午前１０時～ 西小学校

６月２１日（日）
・塩浜区防災講話
午前１０時〜  塩浜公民館

・富美山青葉台区防災講話
午前１０時〜  青葉台公民館

・南一ヶ岡南区防災訓練
午前１０時～ 一ヶ岡南区公民館

６月２６日（金）
・出北１区防災講話
午後 ７時～ 金重公民館

６月２７日（土）
・出口町区防災講話
午前１０時〜  出口公民館

６月２８（日）
・災害ボランティアスキルアップ研修会
午前 ９時～ 社会福祉協議会

・富美山北団地区防災訓練
午前１０時〜  富美山北団地公民館

塩
浜
町
笹
目
区
防
災
訓
練

【打合せをしています】

【親子でチャレンジ】

【新聞紙スリッパ作るよ】

伊
形
区
自
主
防
災
組
織
（
稲
吉
悦
男
会
長
）
は
、
令

和
八
年
三
月
一
日
（
日
）
に
伊
形
小
学
校
体
育
館
で
防

災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

８
時
に
避
難
開
始
し
た
参
加
者
は
、
伊
形
小
学
校

に
到
着
し
た
時
間
を
報
告
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
地
元

消
防
団
に
よ
る
避
難
広
報
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

体
育
館
で
は
、
新
聞
紙
で
ス
リ
ッ
パ
作
成
と
毛
布
と

竹
ポ
ー
ル
及
び
毛
布
の
み
で
応
急
担
架
を
作
成
し
、
模

擬
患
者
を
安
全
に
搬
送
す
る
方
法
を
体
験
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
玄
関
前
に
移
動
し
、
防
災
推
進
員
か
ら
「
初

期
消
火
」
の
限
界
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
水
消
火
器

に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
を
全
員
が
体
験
し
ま
し
た
。

稲
吉
会
長
か
ら
「
災
害
は
、
い
つ
来
て
も
お
か
し
く

な
い
時
代
に
な
っ
て
い
る
。
今
日
の
訓
練
を
有
意
義
に

捉
え
て
家
庭
の
ル
ー
ル
作
り
に
役
立
て
て
欲
し
い
」
と

挨
拶
が
あ
り
、
防
災
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。

下
曽
木
・
菅
原
い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
、
令
和
八
年
三

月
に
防
災
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
下
曽
木
で
は
、
ポ
リ

袋
を
使
っ
た
炊
飯
及
び
購
入
し
た
簡
易
テ
ン
ト
の
組
立

て
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
菅
原
で
は
、
防
災
講
話

を
行
い
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
か
ら
菅
原
地
区
と
美
々
地

地
区
の
災
害
リ
ス
ク
の
違
い
な
ど
理
解
し
ま
し
た
。

塩
浜
町
笹
目
区
自
主
防
災
組
織
（
石
川
俊
一
会
長
）

は
、
令
和
八
年
三
月
十
五
日
（
日
）
に
笹
目
ふ
れ
あ
い

広
場
で
、
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

午
前
9
時
に
大
地
震
が
発
生
し
た
後
、
大
津
波
警
報

が
発
令
さ
れ
た
と
の
想
定
で
訓
練
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

防
災
行
政
無
線
及
び
地
元
消
防
団
の
避
難
広
報
を
確
認

し
た
笹
目
地
区
の
皆
さ
ん
は
、
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら

避
難
場
所
に
集
合
し
ま
し
た
。

開
会
式
の
あ
と
、
水
消
火
器
を
使
用
し
た
初
期
消
火

訓
練
・
天
ぷ
ら
火
災
発
生
時
の
消
火
訓
練
を
代
表
者
が

体
験
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
延
岡
市
水
道
局
に
よ
る
災

害
発
生
時
の
給
水
活
動
支
援
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
自

治
体
間
の
協
力
体
制
に
つ
い
て
理
解
し
ま
し
た
。

石
川
会
長
か
ら
「
大
規
模
災
害
時
は
、
消
防
も
警
察
も

来
れ
な
い
事
を
想
定
し
て
、
自
分
た
ち
で
笹
目
区
を
守

る
意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
が
あ
り
防
災
訓
練

を
終
了
し
ま
し
た
。

【恒例のバケツリレー】

【美味しく炊けたよ】

【患者搬送訓練中です】

白

石

区

防

災

講

話

北

方

地

区

防

災

活

動

【テント組立て中です】

【試食会を始めます】

【菅原地区のみなさん】

白
石
区
お
た
す
け
隊
（
長
野
久
信
会
長
）
は
、
令
和

八
年
三
月
二
十
二
日
（
日
）
に
白
石
公
民
館
で
防
災
講

話
を
行
い
ま
し
た
。

防
災
推
進
員
か
ら
、
在
宅
中
に
地
震
が
発
生
し
た
時

に
身
を
守
る
方
法
や
普
段
か
ら
の
備
え
な
ど
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
森
本
区
長
よ
り
「
災
害
に
対
す

る
意
識
を
持
ち
続
け
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
の
後
、
自
主

防
資
機
材
で
配
布
さ
れ
た
簡
易
テ
ン
ト
の
組
み
立
て
を

全
員
で
体
験
し
て
防
災
講
話
を
終
了
し
ま
し
た
。

延岡市自主防災組織
連絡協議会役員会

令和８年５月２２（金）
松乃寿司 午後5時３０分～
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